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国有林の森林計画に関する地域懇談会が開催されました

集合場所（美郷町潮村）にて主催者あいさつ プロセッサの実演

　令和5年9月27日、島根森林管理署の主催により「国有林の森林計画に関する地域懇談

会」が開催されました。この懇談会は令和６年度の江の川下流流域森林計画区の地域管理

経営計画の策定に先立ち、地域の意見を参考とするために開催されるもので、午前は美郷

町の今山国有林において現地見学会が、午後からは川本町の悠邑ふるさと会館において地

域懇談会が開催されました。一日を通し地域住民、素材生産業者、行政関係者１５名程度

の参加があり、活発な意見交換がおこなわれました。

　見学会では、現地の今山国有林における施業の実施状況や、現在行われている伐採作業

に用いられるプロセッサの実演、伐採地の見学をおこないました。また、国有林における

造林コスト低減のための一貫作業の取り組み等が紹介されました。

　午後の意見交換会では、主催者から森林・林業の取り巻く状況や、それを踏まえた次期

計画案の策定に向けて説明がありました。参加者からは、国有林の施業と災害の関連につ

いての質問や、地域住民に開かれた国有林への要望などの意見がでました。これ以外にも

林業従事者不足の問題や広葉樹材生産など、幅広い内容について意見交換がなされまし

た。

　今回の地域懇談会の意見を踏まえ、令和６年度には次期地域管理経営計画が作成され、

公表されることになっています。


